
令和５年度入学生より始まる石巻高等学校の新しい取組に関するお知らせ

コンピュータを活用して〇〇するのは，当たり前の時代

令和４年度から高等学校で実施されている学習指導要領（国が定めた学校で学ぶ
内容等を決めた基準となるもの）では，情報活用能力（情報モラルを含む。）を学
習の基盤となる資質・能力と定め，「コンピュータや情報通信ネットワークなどの
情報手段（中略）を適切に活用した学習活動の充実」を求めています。

私たちの生活や社会では，コン
ピュータを日常的に使うことは
当たり前のこと。これまでの学
校教育ではその当たり前が不十
分でした。

既に小中学校では令和元年度から始まったＧＩＧＡスクール構想により，一人１台端末
を実現しており，学校での授業や日常生活にＩＣＴが利用されています。そこで，石巻高
校でも一人１台端末の実現によるICT活用の充実を計画しています。
このリーフレットでは，学校で一人１台端末が求められている背景や石巻高等学校での

ＩＣＴ活用について説明します。

AIドリルやコンピュータによる
試験に限らず，コンピュータを
活用することで，これまで以上
に学びを充実することができる
ようになります。

高校の学習内容や大学入試も変化します。

高校での学びが
変わります

ここ数年の大学入試センター大学入学共通テストでは新しい学習指導要領を踏ま
えた情報活用能力や探究的な学びを意識した問題が出題され始めています。また，
令和７年からの大学入学共通テストでは「情報Ⅰ」が必修の受験科目になります。
さらに，将来的にはコンピュータによる試験の実施も検討されています。

大学入試が
変わります

未知の問題に対応する力が求め
られる時代。その力を限られた
授業時間内に身につけるために
は，コンピュータの効率的な活
用による学びは欠かせません。

石高は令和５年度で１００周年。次の100年も生徒が自己実現を果たせる学校として，

ＩＣＴでこれからの時代の学びを推進します。

だから小中学校では，ＧＩＧＡスクール構想

寺子屋の時代から
何も変わらない学校の風景

ＩＣＴの導入で児童生徒の話し合いやグループ活動，考
える時間が増え，これからの時代の主体的な学びを実現。

これからの時代，ＩＣＴ端末は文房具と同じです。
社会や学校の変化に対応するため，石高はICT活用に取り組みます。

ＧＩＧＡ
スクール構想
で進化する学校

未知の問題に対応することが
求められる時代

コンピュータで
学びを充実できる時代

コンピュータで
できることが求められる時代



石巻高校におけるＩＣＴ活用について Ｑ＆Ａ

石巻高校で推進する一人１台端末によるＩＣＴ活用について，Ｑ＆Ａ方式で解説します。

宮城県石巻高等学校
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※本リーフレットの内容は，予告なく変更することがあります。 （20220908版）

ＩＣＴ活用の
最新情報は，
こちらから

石巻高校生徒心得綱領「質實剛健進取獨創自ラ進運ヲ開拓スベシ」

ＩＣＴを活用し，これからの時代を創ろう

令和５年度に１００周年を迎える石巻高校。１００年前から自ら道を切り開くことを生徒心
得綱領としています。生徒自身がＩＣＴを活用し，今後，必要となる資質・能力を身に付ける
ことができる地域の拠点校として，これからの１００年も生徒が自己実現を果たせる学校であ
り続けます。

令和4年9月6日に宮城県の公立高校における公費での一人1台端末の整備について，一部報道
がされました。今後，県の方針に従い，本校でも一人1台端末の環境を整えていく予定です。

みやぎ県政だより 令和４年７月・８月号（６ページ）には『特集２ ＩＣＴで
「学び」が変わる』に宮城県の取組が掲載されていますので，ご覧下さい。

Q 一人1台端末をどのように準備するのですか？

Q 宮城県は「ICTでの学び」をどのように考えていますか？

在校生については，現在，県が整備した端末を共有する形で学習に利用しています。
今後の整備状況等を踏まえて，在校生への対応を検討していく予定です。

Q 在校生への対応はどうなりますか？

詳細については，県の方針に従い，今後，検討していく予定です。
県が整備した端末の貸与を中心とした運用を行う場合であっても，これまでの教材等と同様

に学習に必要なソフトウェアや教材の購入費用やサービスなどの利用に必要な利用料等のご負
担を頂く可能性があります。

Q 家庭にはどのような負担がありますか？


